
中央大学杯めでるくんプロジェクトって？？

講演会「強くなる栄養～頭で食べる食事～」

自分の身体の特性を知ろう！

イベント紹介

2014 めでるくんプロジェクト組織図

　課題山積のなか、新たにホーム

ページ（HP）を立ち上げました。集

客増に取り組む第一歩です。

　栄養士による講演会、スポーツ

体験、スタンプラリーなど私たちの

企画は豊富にあります。各方面か

らいただいたご協力の賜物です。

　管理栄養士、小西智子さんの

講演会『強くなる栄養～頭で食べ

る食事～』は子供の食事に気を配

るお母さんたちが興味を示してくれ

そうです。「スタンプラリー」の対象

は元気な子供たち。「骨密度測

定」にはどんな人たちが集まってく

れるのでしょうか。

　イベントは、その内容によって情

報提供の対象が変わります。HP

では、どの層を対象に何をトップ記

事にしたらいいのか、詳細な情報

を把握したいと考えました。

　広報チームとイベントチームは同

じ時間帯で作業を進めています。

私たちが広報したくても、アピール

する中身がまとまっていない場合、

広報活動は後手を踏みます。ひい

ては集客に影響が出ます。

　イベントチームは懸命に動いてい

ます。それを知っているだけに催促

しにくい、しかし、早くに

広報したい。随分とや

きもきしました。

　材料が集まり、記事

や写真を配置するレイ

アウトも大変でした。こ

ちらはうれしい悩みで

す。くどくど書いてもい

けないし、簡潔で読者

の心に残るものでなけ

ればなりません。それなりの形にな

るまで、試行錯誤のうえ、４月に始

めて３カ月かかりました。

一難去ってまた一難

　できあがった画面をリンクしても

らう段になって新たな問題に直面

しました。ご協力をいただいた企業

の色が出過ぎてはいけない。HP

作成以前から指摘されていたこと

で、そこを配慮しながら作成してい

ました。

　次はイベント内容を盛り込んだポ

スターを作り、地元のスーパー、近

隣の市役所、小・中学校などへ掲

示のお願いに行きます。私は市役

所の担当になり、町田、国立、府中

各市役所と回りました。庁舎玄関

近くにある「ご相談窓口」で趣旨を

話すと担当部署を紹介してくれま

す。庁内掲示板に自由に貼らせて

もらえるところもあれば、勝手が分か

らずにいくつかの部署を回ったこと

もありました。

　後日、市の教育委員会が後援し

ている証明書を持参すればスムー

ズにいくことを知りました。

　多摩センターにある多摩市役所

掲示板で、私たちのポスターを見た

ときはうれしかったです。日ごろ何

気なく見ているポスター、見ることも

なく通りすぎたポスターにも一つひ

とつ熱い思いが込められているの

です。このプロジェクト作業をしなけ

れば分からないことでした。

台風接近　大慌て

　開催初日の７月６日は直前に

なって、台風接近による悪天候が

予報されました。以来、天気予報

のページにくぎ付けです。「順延」

か「中止」か。順延の場合はイベン

トスケジュールを変更するか。はら

はらドキドキの毎日。台風は幸いに

それて、無事に開催できると分

かったときは跳び上がるほどうれし

かった。

　すっかり晴れた当日は、来場者

が熱中症にならないよう、子供た

ちには「お水、飲んでね」と、こま

めに声をかけました。有事に備え

て、現場で救助するAED（自動

体外式除細動器）の使用方法を

習い、心臓マッサージの訓練をし

ました。

　人が集まる、人を集めるというこ

とは、危険のないように、有事の備

えを最大限することだと知りました。

開催の２日間が無事に終わったと

きの感動、感激は今でも忘れませ

ん。体から力がいっぺんに抜けて

いくようでした。　

●

　私たちに欠けていたものは参加

者の視線でした。「Ｃスクエアはどこ

ですか」。多摩キャンパスの中大生

なら分かることでも、初めての来場

者には丁寧な案内が必要です。東

京ドーム約11個分と広い多摩キャ

ンパス。暑い盛りに迷子になったら

大変です。せっかく来ていただいた

「ファン」を「アンチ」にしてはいけま

せん。こうして一つひとつの事案を

多角的に考えると、やるべきことが

たくさん出てきました。

　おかげさまで、めでるくんプロジェ

クトは大きな問題もなく、成功に終

わりました。「ホームページ、見まし

た」「チラシで知ったよ」。来場者の

ひと言に達成感を感じました。　

　私たちには出会いと成長の場と

なりました。素晴らしい経験をいっ

ぱい、いただきました。

　多摩地域の人たちにもっともっと

喜んでもらえるよう、今度は私たち

が後輩たちへバトンとなる「報告

書」をしっかりと書きます。

栄養士の方を招い

て、スポーツをするう

えで身体を作る「食

事」について講演し

ていただきました。

スポーツ体験
空手、インディアカ、ユニホック、大縄跳び、トランポリン、フライングディスクを

学生スタッフの指導のもと、参加者のみなさんに体験していただきました。

幹部
各チームをまとめて大学職員
の方との連携やチーム相互の
連携を行っていました。大会当
日は各所で起こる想定外の出
来事に対応しつつ、すべてをま
とめないといけないという「めで
プロ」の要となる役職です。

食品
昨年大会で多くの参加者か
ら聞かれた「ご飯買うところ
ありませんか？」の声に応え
るために、学食との交渉を行
い、Cスクエアのリーフカフェ
を営業していただきました。

広報
「めでプロ」を一人でも多くの
人に知ってもらうために、ポス
ター作製、ホームページや
SNS管理、広報誌への交渉
などの広報活動を中心に、大
会の冊子やTシャツデザインな
ど事務的作業を担当しました。

ゼミ企画
今年は、講演会と「身体の特性を知ろう！」を担当しました。
講演会では講演者を探すことから始まり、会場の設営、講演
会の広報活動など一連の作業を担当しました。「身体の特
性を知ろう！」では、FLPのゼミで研究をしていた「骨密度」と
「４スタンス理論」の知識を生かすことで「中央大学で行うイ
ベント」ならではの企画にすることができました。

オリジナルイベント
今年はスタンプラリーとスポーツ体験の企画を担
当しました。空手体験は空手部のみなさんに協力
をしていただき、インディアカやユニホックといった
新しいスポーツの体験も実現できました。

渉外
多摩地域の企業を中心に、
「めでプロ」に協力をしていただ
けるように交渉し、数社からノ
ベルティをいただくことができま
した。それらはスタンプラリーな
どのイベントの景品として参加
者のみなさまに配布し、多くの
方に喜んでいただけました。

スタンプラリー
スポーツ体験と「身体の特性を

知ろう！」は各所スタンプポイント

となっており、集めるとプレゼント

される豪華景品を用意しました。

骨密度測定・４スタンス理論（注）診断を行いました。

７月６日（日）、13日（日）の２日間にわたって行われた中央大学杯スポーツ大会と
めでるくんプロジェクトの概要と当日の様子を報告いたします！！

「めでるくん」の「めでる」には、「美しいものを見て、
一時他の事を忘れて楽しむ」（新明解国語辞典）愛でるの意味に、
成長を示す“芽が出る”　　　 の意味を重ねました。

オリジナルイベント（担当：浅海）
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山植 夕梨香
市場ゼミ
3年

日比野 創典
市場ゼミ
3年

森田 翔子
市場ゼミ
3年

森澤 麦歩
小林ゼミ
2年

松島 夏海
小林ゼミ
2年

渉外（担当：高島）
渡辺 周平
小林ゼミ
3年

和田 ゆうか
小林ゼミ
3年

久富 未奈
市場ゼミ
2年

後藤 沙也
小林ゼミ
2年

高橋 優実
小林ゼミ
2年

三枝 百音
小林ゼミ
2年

広報（担当：浅海）
伊藤 由美
小林ゼミ
3年

細川 万佑花
小林ゼミ
3年

亀井 亮佑
市場ゼミ
3年

安藤 嶺
村井ゼミ
4年

鈴木 美幸
小林ゼミ
2年

ゼミ企画（担当：高島）
三好 諒
小林ゼミ
3年

西村 未来
高橋ゼミ
4年

吉良 龍人
高橋ゼミ
4年

佐藤 大夢
小林ゼミ
3年

今関 力
小林ゼミ
2年

安藤 輝人
小林ゼミ
2年

食品（担当：成澤・菅沼）
佐藤 奈々
市場ゼミ
3年

峰尾 采花
市場ゼミ
3年

大塚 恵菜
小林ゼミ
4年

幹部
浅海 貴博
市場ゼミ
3年

高島 正暉
小林ゼミ
3年

会長
成澤 勇介
小林ゼミ
4年

菅沼 卓徒
市場ゼミ
4年

※各班の先頭がリーダーです。
※学年は2014年度のものです。

もっと りたい知

自

多摩地域の人々に中央大学の施設を利用してもらおうと始まった地域貢献活動のひとつである中央大学杯。

今年で24回目という歴史あるイベントに、昨年（第23回大会）より中央大学の学生有志である私たちが、

「めでるくんプロジェクト」と名付けてスポーツに関するイベントを同時開催することとなりました。

私たちは、FLPスポーツ・健康科学プログラムに所属する学生の有志です。

幹部・渉外・広報・食品・オリジナルイベント・ゼミ企画の６つのチームに分かれて約半年間活動をしてきました。

私たちの活動内容

第24回中央大学杯スポーツ大会を終えて

」

６つあるチームの中で、私は広報を担当しました。中央大学杯スポーツ大会は24回を数えますが、

「めでるくんプロジェクト」は昨年から始まった活動です。

多摩地域の方々との交流をさらに深めるため、先輩たちが次年度学生に託す「報告書」を残してくれました。

（注）人が持つ生まれつき決まった4タイプの身体の特性
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公式キャラクター「めでるくん」

　　

第2
4回

中央
大学
杯

めで
るく
んプ
ロジ
ェク
ト

活動
報告

第2
4回

山植 夕梨香
市場ゼミ
3年

日比野 創典
市場ゼミ
3年

森田 翔子
市場ゼミ
3年

森澤 麦歩
小林ゼミ
2年

松島 夏海
小林ゼミ
2年

渉外（担当：高島）
渡辺 周平
小林ゼミ
3年

和田 ゆうか
小林ゼミ
3年

久富 未奈
市場ゼミ
2年

後藤 沙也
小林ゼミ
2年

高橋 優実
小林ゼミ
2年

三枝 百音
小林ゼミ
2年

広報（担当：浅海）
伊藤 由美
小林ゼミ
3年

細川 万佑花
小林ゼミ
3年

亀井 亮佑
市場ゼミ
3年

安藤 嶺
村井ゼミ
4年

鈴木 美幸
小林ゼミ
2年

ゼミ企画（担当：高島）
三好 諒
小林ゼミ
3年

西村 未来
高橋ゼミ
4年

吉良 龍人
高橋ゼミ
4年

佐藤 大夢
小林ゼミ
3年

今関 力
小林ゼミ
2年

安藤 輝人
小林ゼミ
2年

食品（担当：成澤・菅沼）
佐藤 奈々
市場ゼミ
3年

峰尾 采花
市場ゼミ
3年

大塚 恵菜
小林ゼミ
4年

幹部
浅海 貴博
市場ゼミ
3年

高島 正暉
小林ゼミ
3年

会長
成澤 勇介
小林ゼミ
4年

菅沼 卓徒
市場ゼミ
4年

※各班の先頭がリーダーです。
※学年は2014年度のものです。

もっと りたい知

自

多摩地域の人々に中央大学の施設を利用してもらおうと始まった地域貢献活動のひとつである中央大学杯。

今年で24回目という歴史あるイベントに、昨年（第23回大会）より中央大学の学生有志である私たちが、

「めでるくんプロジェクト」と名付けてスポーツに関するイベントを同時開催することとなりました。

私たちは、FLPスポーツ・健康科学プログラムに所属する学生の有志です。

幹部・渉外・広報・食品・オリジナルイベント・ゼミ企画の６つのチームに分かれて約半年間活動をしてきました。

私たちの活動内容

第24回中央大学杯スポーツ大会を終えて

」

６つあるチームの中で、私は広報を担当しました。中央大学杯スポーツ大会は24回を数えますが、

「めでるくんプロジェクト」は昨年から始まった活動です。

多摩地域の方々との交流をさらに深めるため、先輩たちが次年度学生に託す「報告書」を残してくれました。

（注）人が持つ生まれつき決まった4タイプの身体の特性
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中央大学杯めでるくんプロジェクトって？？

講演会「強くなる栄養～頭で食べる食事～」

自分の身体の特性を知ろう！

イベント紹介

2014 めでるくんプロジェクト組織図

　課題山積のなか、新たにホーム

ページ（HP）を立ち上げました。集

客増に取り組む第一歩です。

　栄養士による講演会、スポーツ

体験、スタンプラリーなど私たちの

企画は豊富にあります。各方面か

らいただいたご協力の賜物です。

　管理栄養士、小西智子さんの

講演会『強くなる栄養～頭で食べ

る食事～』は子供の食事に気を配

るお母さんたちが興味を示してくれ

そうです。「スタンプラリー」の対象

は元気な子供たち。「骨密度測

定」にはどんな人たちが集まってく

れるのでしょうか。

　イベントは、その内容によって情

報提供の対象が変わります。HP

では、どの層を対象に何をトップ記

事にしたらいいのか、詳細な情報

を把握したいと考えました。

　広報チームとイベントチームは同

じ時間帯で作業を進めています。

私たちが広報したくても、アピール

する中身がまとまっていない場合、

広報活動は後手を踏みます。ひい

ては集客に影響が出ます。

　イベントチームは懸命に動いてい

ます。それを知っているだけに催促

しにくい、しかし、早くに

広報したい。随分とや

きもきしました。

　材料が集まり、記事

や写真を配置するレイ

アウトも大変でした。こ

ちらはうれしい悩みで

す。くどくど書いてもい

けないし、簡潔で読者

の心に残るものでなけ

ればなりません。それなりの形にな

るまで、試行錯誤のうえ、４月に始

めて３カ月かかりました。

一難去ってまた一難

　できあがった画面をリンクしても

らう段になって新たな問題に直面

しました。ご協力をいただいた企業

の色が出過ぎてはいけない。HP

作成以前から指摘されていたこと

で、そこを配慮しながら作成してい

ました。

　次はイベント内容を盛り込んだポ

スターを作り、地元のスーパー、近

隣の市役所、小・中学校などへ掲

示のお願いに行きます。私は市役

所の担当になり、町田、国立、府中

各市役所と回りました。庁舎玄関

近くにある「ご相談窓口」で趣旨を

話すと担当部署を紹介してくれま

す。庁内掲示板に自由に貼らせて

もらえるところもあれば、勝手が分か

らずにいくつかの部署を回ったこと

もありました。

　後日、市の教育委員会が後援し

ている証明書を持参すればスムー

ズにいくことを知りました。

　多摩センターにある多摩市役所

掲示板で、私たちのポスターを見た

ときはうれしかったです。日ごろ何

気なく見ているポスター、見ることも

なく通りすぎたポスターにも一つひ

とつ熱い思いが込められているの

です。このプロジェクト作業をしなけ

れば分からないことでした。

台風接近　大慌て

　開催初日の７月６日は直前に

なって、台風接近による悪天候が

予報されました。以来、天気予報

のページにくぎ付けです。「順延」

か「中止」か。順延の場合はイベン

トスケジュールを変更するか。はら

はらドキドキの毎日。台風は幸いに

それて、無事に開催できると分

かったときは跳び上がるほどうれし

かった。

　すっかり晴れた当日は、来場者

が熱中症にならないよう、子供た

ちには「お水、飲んでね」と、こま

めに声をかけました。有事に備え

て、現場で救助するAED（自動

体外式除細動器）の使用方法を

習い、心臓マッサージの訓練をし

ました。

　人が集まる、人を集めるというこ

とは、危険のないように、有事の備

えを最大限することだと知りました。

開催の２日間が無事に終わったと

きの感動、感激は今でも忘れませ

ん。体から力がいっぺんに抜けて

いくようでした。　

●

　私たちに欠けていたものは参加

者の視線でした。「Ｃスクエアはどこ

ですか」。多摩キャンパスの中大生

なら分かることでも、初めての来場

者には丁寧な案内が必要です。東

京ドーム約11個分と広い多摩キャ

ンパス。暑い盛りに迷子になったら

大変です。せっかく来ていただいた

「ファン」を「アンチ」にしてはいけま

せん。こうして一つひとつの事案を

多角的に考えると、やるべきことが

たくさん出てきました。

　おかげさまで、めでるくんプロジェ

クトは大きな問題もなく、成功に終

わりました。「ホームページ、見まし

た」「チラシで知ったよ」。来場者の

ひと言に達成感を感じました。　

　私たちには出会いと成長の場と

なりました。素晴らしい経験をいっ

ぱい、いただきました。

　多摩地域の人たちにもっともっと

喜んでもらえるよう、今度は私たち

が後輩たちへバトンとなる「報告

書」をしっかりと書きます。

栄養士の方を招い

て、スポーツをするう

えで身体を作る「食

事」について講演し

ていただきました。

スポーツ体験
空手、インディアカ、ユニホック、大縄跳び、トランポリン、フライングディスクを

学生スタッフの指導のもと、参加者のみなさんに体験していただきました。

幹部
各チームをまとめて大学職員
の方との連携やチーム相互の
連携を行っていました。大会当
日は各所で起こる想定外の出
来事に対応しつつ、すべてをま
とめないといけないという「めで
プロ」の要となる役職です。

食品
昨年大会で多くの参加者か
ら聞かれた「ご飯買うところ
ありませんか？」の声に応え
るために、学食との交渉を行
い、Cスクエアのリーフカフェ
を営業していただきました。

広報
「めでプロ」を一人でも多くの
人に知ってもらうために、ポス
ター作製、ホームページや
SNS管理、広報誌への交渉
などの広報活動を中心に、大
会の冊子やTシャツデザインな
ど事務的作業を担当しました。

ゼミ企画
今年は、講演会と「身体の特性を知ろう！」を担当しました。
講演会では講演者を探すことから始まり、会場の設営、講演
会の広報活動など一連の作業を担当しました。「身体の特
性を知ろう！」では、FLPのゼミで研究をしていた「骨密度」と
「４スタンス理論」の知識を生かすことで「中央大学で行うイ
ベント」ならではの企画にすることができました。

オリジナルイベント
今年はスタンプラリーとスポーツ体験の企画を担
当しました。空手体験は空手部のみなさんに協力
をしていただき、インディアカやユニホックといった
新しいスポーツの体験も実現できました。

渉外
多摩地域の企業を中心に、
「めでプロ」に協力をしていただ
けるように交渉し、数社からノ
ベルティをいただくことができま
した。それらはスタンプラリーな
どのイベントの景品として参加
者のみなさまに配布し、多くの
方に喜んでいただけました。

スタンプラリー
スポーツ体験と「身体の特性を

知ろう！」は各所スタンプポイント

となっており、集めるとプレゼント

される豪華景品を用意しました。

骨密度測定・４スタンス理論（注）診断を行いました。

７月６日（日）、13日（日）の２日間にわたって行われた中央大学杯スポーツ大会と
めでるくんプロジェクトの概要と当日の様子を報告いたします！！

「めでるくん」の「めでる」には、「美しいものを見て、
一時他の事を忘れて楽しむ」（新明解国語辞典）愛でるの意味に、
成長を示す“芽が出る”　　　 の意味を重ねました。

オリジナルイベント（担当：浅海）

中央
大学
杯

めで
るく
んプ
ロジ
ェク
ト

活動
報告

授業ではできない経験をしました

Close up

文学部3年　伊藤由美

めでるくんプロジェクト
公式キャラクター「めでるくん」

　　

第2
4回

中央
大学
杯

めで
るく
んプ
ロジ
ェク
ト

活動
報告

第2
4回

山植 夕梨香
市場ゼミ
3年

日比野 創典
市場ゼミ
3年

森田 翔子
市場ゼミ
3年

森澤 麦歩
小林ゼミ
2年

松島 夏海
小林ゼミ
2年

渉外（担当：高島）
渡辺 周平
小林ゼミ
3年

和田 ゆうか
小林ゼミ
3年

久富 未奈
市場ゼミ
2年

後藤 沙也
小林ゼミ
2年

高橋 優実
小林ゼミ
2年

三枝 百音
小林ゼミ
2年

広報（担当：浅海）
伊藤 由美
小林ゼミ
3年

細川 万佑花
小林ゼミ
3年

亀井 亮佑
市場ゼミ
3年

安藤 嶺
村井ゼミ
4年

鈴木 美幸
小林ゼミ
2年

ゼミ企画（担当：高島）
三好 諒
小林ゼミ
3年

西村 未来
高橋ゼミ
4年

吉良 龍人
高橋ゼミ
4年

佐藤 大夢
小林ゼミ
3年

今関 力
小林ゼミ
2年

安藤 輝人
小林ゼミ
2年

食品（担当：成澤・菅沼）
佐藤 奈々
市場ゼミ
3年

峰尾 采花
市場ゼミ
3年

大塚 恵菜
小林ゼミ
4年

幹部
浅海 貴博
市場ゼミ
3年

高島 正暉
小林ゼミ
3年

会長
成澤 勇介
小林ゼミ
4年

菅沼 卓徒
市場ゼミ
4年

※各班の先頭がリーダーです。
※学年は2014年度のものです。

もっと りたい知

自

多摩地域の人々に中央大学の施設を利用してもらおうと始まった地域貢献活動のひとつである中央大学杯。

今年で24回目という歴史あるイベントに、昨年（第23回大会）より中央大学の学生有志である私たちが、

「めでるくんプロジェクト」と名付けてスポーツに関するイベントを同時開催することとなりました。

私たちは、FLPスポーツ・健康科学プログラムに所属する学生の有志です。

幹部・渉外・広報・食品・オリジナルイベント・ゼミ企画の６つのチームに分かれて約半年間活動をしてきました。

私たちの活動内容

第24回中央大学杯スポーツ大会を終えて

」

６つあるチームの中で、私は広報を担当しました。中央大学杯スポーツ大会は24回を数えますが、

「めでるくんプロジェクト」は昨年から始まった活動です。

多摩地域の方々との交流をさらに深めるため、先輩たちが次年度学生に託す「報告書」を残してくれました。

（注）人が持つ生まれつき決まった4タイプの身体の特性
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中央大学杯めでるくんプロジェクトって？？

講演会「強くなる栄養～頭で食べる食事～」

自分の身体の特性を知ろう！

イベント紹介

2014 めでるくんプロジェクト組織図

　課題山積のなか、新たにホーム

ページ（HP）を立ち上げました。集

客増に取り組む第一歩です。

　栄養士による講演会、スポーツ

体験、スタンプラリーなど私たちの

企画は豊富にあります。各方面か

らいただいたご協力の賜物です。

　管理栄養士、小西智子さんの

講演会『強くなる栄養～頭で食べ

る食事～』は子供の食事に気を配

るお母さんたちが興味を示してくれ

そうです。「スタンプラリー」の対象

は元気な子供たち。「骨密度測

定」にはどんな人たちが集まってく

れるのでしょうか。

　イベントは、その内容によって情

報提供の対象が変わります。HP

では、どの層を対象に何をトップ記

事にしたらいいのか、詳細な情報

を把握したいと考えました。

　広報チームとイベントチームは同

じ時間帯で作業を進めています。

私たちが広報したくても、アピール

する中身がまとまっていない場合、

広報活動は後手を踏みます。ひい

ては集客に影響が出ます。

　イベントチームは懸命に動いてい

ます。それを知っているだけに催促

しにくい、しかし、早くに

広報したい。随分とや

きもきしました。

　材料が集まり、記事

や写真を配置するレイ

アウトも大変でした。こ

ちらはうれしい悩みで

す。くどくど書いてもい

けないし、簡潔で読者

の心に残るものでなけ

ればなりません。それなりの形にな

るまで、試行錯誤のうえ、４月に始

めて３カ月かかりました。

一難去ってまた一難

　できあがった画面をリンクしても

らう段になって新たな問題に直面

しました。ご協力をいただいた企業

の色が出過ぎてはいけない。HP

作成以前から指摘されていたこと

で、そこを配慮しながら作成してい

ました。

　次はイベント内容を盛り込んだポ

スターを作り、地元のスーパー、近

隣の市役所、小・中学校などへ掲

示のお願いに行きます。私は市役

所の担当になり、町田、国立、府中

各市役所と回りました。庁舎玄関

近くにある「ご相談窓口」で趣旨を

話すと担当部署を紹介してくれま

す。庁内掲示板に自由に貼らせて

もらえるところもあれば、勝手が分か

らずにいくつかの部署を回ったこと

もありました。

　後日、市の教育委員会が後援し

ている証明書を持参すればスムー

ズにいくことを知りました。

　多摩センターにある多摩市役所

掲示板で、私たちのポスターを見た

ときはうれしかったです。日ごろ何

気なく見ているポスター、見ることも

なく通りすぎたポスターにも一つひ

とつ熱い思いが込められているの

です。このプロジェクト作業をしなけ

れば分からないことでした。

台風接近　大慌て

　開催初日の７月６日は直前に

なって、台風接近による悪天候が

予報されました。以来、天気予報

のページにくぎ付けです。「順延」

か「中止」か。順延の場合はイベン

トスケジュールを変更するか。はら

はらドキドキの毎日。台風は幸いに

それて、無事に開催できると分

かったときは跳び上がるほどうれし

かった。

　すっかり晴れた当日は、来場者

が熱中症にならないよう、子供た

ちには「お水、飲んでね」と、こま

めに声をかけました。有事に備え

て、現場で救助するAED（自動

体外式除細動器）の使用方法を

習い、心臓マッサージの訓練をし

ました。

　人が集まる、人を集めるというこ

とは、危険のないように、有事の備

えを最大限することだと知りました。

開催の２日間が無事に終わったと

きの感動、感激は今でも忘れませ

ん。体から力がいっぺんに抜けて

いくようでした。　

●

　私たちに欠けていたものは参加

者の視線でした。「Ｃスクエアはどこ

ですか」。多摩キャンパスの中大生

なら分かることでも、初めての来場

者には丁寧な案内が必要です。東

京ドーム約11個分と広い多摩キャ

ンパス。暑い盛りに迷子になったら

大変です。せっかく来ていただいた

「ファン」を「アンチ」にしてはいけま

せん。こうして一つひとつの事案を

多角的に考えると、やるべきことが

たくさん出てきました。

　おかげさまで、めでるくんプロジェ

クトは大きな問題もなく、成功に終

わりました。「ホームページ、見まし

た」「チラシで知ったよ」。来場者の

ひと言に達成感を感じました。　

　私たちには出会いと成長の場と

なりました。素晴らしい経験をいっ

ぱい、いただきました。

　多摩地域の人たちにもっともっと

喜んでもらえるよう、今度は私たち

が後輩たちへバトンとなる「報告

書」をしっかりと書きます。

栄養士の方を招い

て、スポーツをするう

えで身体を作る「食

事」について講演し

ていただきました。

スポーツ体験
空手、インディアカ、ユニホック、大縄跳び、トランポリン、フライングディスクを

学生スタッフの指導のもと、参加者のみなさんに体験していただきました。

幹部
各チームをまとめて大学職員
の方との連携やチーム相互の
連携を行っていました。大会当
日は各所で起こる想定外の出
来事に対応しつつ、すべてをま
とめないといけないという「めで
プロ」の要となる役職です。

食品
昨年大会で多くの参加者か
ら聞かれた「ご飯買うところ
ありませんか？」の声に応え
るために、学食との交渉を行
い、Cスクエアのリーフカフェ
を営業していただきました。

広報
「めでプロ」を一人でも多くの
人に知ってもらうために、ポス
ター作製、ホームページや
SNS管理、広報誌への交渉
などの広報活動を中心に、大
会の冊子やTシャツデザインな
ど事務的作業を担当しました。

ゼミ企画
今年は、講演会と「身体の特性を知ろう！」を担当しました。
講演会では講演者を探すことから始まり、会場の設営、講演
会の広報活動など一連の作業を担当しました。「身体の特
性を知ろう！」では、FLPのゼミで研究をしていた「骨密度」と
「４スタンス理論」の知識を生かすことで「中央大学で行うイ
ベント」ならではの企画にすることができました。

オリジナルイベント
今年はスタンプラリーとスポーツ体験の企画を担
当しました。空手体験は空手部のみなさんに協力
をしていただき、インディアカやユニホックといった
新しいスポーツの体験も実現できました。

渉外
多摩地域の企業を中心に、
「めでプロ」に協力をしていただ
けるように交渉し、数社からノ
ベルティをいただくことができま
した。それらはスタンプラリーな
どのイベントの景品として参加
者のみなさまに配布し、多くの
方に喜んでいただけました。

スタンプラリー
スポーツ体験と「身体の特性を

知ろう！」は各所スタンプポイント

となっており、集めるとプレゼント

される豪華景品を用意しました。

骨密度測定・４スタンス理論（注）診断を行いました。

７月６日（日）、13日（日）の２日間にわたって行われた中央大学杯スポーツ大会と
めでるくんプロジェクトの概要と当日の様子を報告いたします！！

「めでるくん」の「めでる」には、「美しいものを見て、
一時他の事を忘れて楽しむ」（新明解国語辞典）愛でるの意味に、
成長を示す“芽が出る”　　　 の意味を重ねました。

オリジナルイベント（担当：浅海）
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授業ではできない経験をしました

Close up

文学部3年　伊藤由美

めでるくんプロジェクト
公式キャラクター「めでるくん」

　　

第2
4回
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山植 夕梨香
市場ゼミ
3年

日比野 創典
市場ゼミ
3年

森田 翔子
市場ゼミ
3年

森澤 麦歩
小林ゼミ
2年

松島 夏海
小林ゼミ
2年

渉外（担当：高島）
渡辺 周平
小林ゼミ
3年

和田 ゆうか
小林ゼミ
3年

久富 未奈
市場ゼミ
2年

後藤 沙也
小林ゼミ
2年

高橋 優実
小林ゼミ
2年

三枝 百音
小林ゼミ
2年

広報（担当：浅海）
伊藤 由美
小林ゼミ
3年

細川 万佑花
小林ゼミ
3年

亀井 亮佑
市場ゼミ
3年

安藤 嶺
村井ゼミ
4年

鈴木 美幸
小林ゼミ
2年

ゼミ企画（担当：高島）
三好 諒
小林ゼミ
3年

西村 未来
高橋ゼミ
4年

吉良 龍人
高橋ゼミ
4年

佐藤 大夢
小林ゼミ
3年

今関 力
小林ゼミ
2年

安藤 輝人
小林ゼミ
2年

食品（担当：成澤・菅沼）
佐藤 奈々
市場ゼミ
3年

峰尾 采花
市場ゼミ
3年

大塚 恵菜
小林ゼミ
4年

幹部
浅海 貴博
市場ゼミ
3年

高島 正暉
小林ゼミ
3年

会長
成澤 勇介
小林ゼミ
4年

菅沼 卓徒
市場ゼミ
4年

※各班の先頭がリーダーです。
※学年は2014年度のものです。

もっと りたい知

自

多摩地域の人々に中央大学の施設を利用してもらおうと始まった地域貢献活動のひとつである中央大学杯。

今年で24回目という歴史あるイベントに、昨年（第23回大会）より中央大学の学生有志である私たちが、

「めでるくんプロジェクト」と名付けてスポーツに関するイベントを同時開催することとなりました。

私たちは、FLPスポーツ・健康科学プログラムに所属する学生の有志です。

幹部・渉外・広報・食品・オリジナルイベント・ゼミ企画の６つのチームに分かれて約半年間活動をしてきました。

私たちの活動内容

第24回中央大学杯スポーツ大会を終えて

」

６つあるチームの中で、私は広報を担当しました。中央大学杯スポーツ大会は24回を数えますが、

「めでるくんプロジェクト」は昨年から始まった活動です。

多摩地域の方々との交流をさらに深めるため、先輩たちが次年度学生に託す「報告書」を残してくれました。

（注）人が持つ生まれつき決まった4タイプの身体の特性
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